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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和７年度長岡市地域密着型サービス運営部会 

２ 開催日時 
令和８年２月 18 日（水曜日） 

午後１時 20 分から午後２時 15 分まで 

３ 開催場所 看多機かえりえ長岡 

４ 出席者名 （部会員）小林部会員 舩越部会員 

（事務局）介護保険課長ほか関係職員 

（事業者）株式会社やさしい手 青木エリア長 

     看多機かえりえ長岡 柴原管理者 

５ 欠席者名 神保副部会長、井佐部会員、覺張部会員 

６ 議題 

⑴ 看多機かえりえ長岡（看護小規模多機能型居宅介護）の指定につ

いて 

⑵ 長岡市の地域密着型サービスについて 

⑶ その他 

７ 資料 別添のとおり 

８ 審議の内容 

発言者 議 事 内 容 

介護保険課長補佐 

 

 

 

 

 

介護保険課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険課長補佐 

 

 

○欠席者の報告、資料確認について 

○議題１について、書面決議を行う旨の説明 

（今回に限り、議事の進行も事務局が行うことを承認もらう） 

 

 会議に先立ち、介護保険課長から御挨拶申し上げる。 

 

御多忙のところお集まりいただき感謝申し上げる。司会から説明が

あったとおり、日程の制約等で少人数での開催となったが、よろしく

お願いいたします。 

新規開設を予定している当該事業所は、市内で２か所目の看護多機

能型居宅介護（以下、「看多機」という）であり、長岡地域の川東エリ

アでは初の開設となる。本事業所が地域に馴染み、市内の介護サービ

スの充実につながることを期待している。 

本日は事業所の運営体制等について、忌憚のない御意見いただきた

い。 

 

それでは、次第に沿って進めさせていただく。 

まずは、事業所の見学を行ってから議題に移らせていただきた

い。 
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事業者 

 

介護保険課長補佐 

 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

部会員 

 

 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

 

 

それでは、株式会社やさしい手より、事業所の概要説明と施設案

内をお願いしたい。 

 

（資料№１を基に、事業所概要等を説明・事業所内を見学） 

 

施設の見学を行っていただいたが、議事に入る前に御質問等があ

りましたら、事業所の方からお答えいただきたいと思う。 

質問はございませんか。 

 

小規模多機能居宅介護の実例に不慣れであるが、看多機利用者の

平均介護度はどの程度であるか。 

 

当社が運営している看多機全体の平均要介護度は３．８５程度であ

る。最も重い事業所は足立区で４.２となり、かなり重めの方が多い。

軽い事業所は２.８程度である。 

 

要介護度が上がり、在宅生活が困難になった場合は、医療につなぐ

流れはどのようになっているか。 

 

利用者・家族が希望する場合は、訪問看護等にて在宅看取りが可能

となる体制を整えたいと考えている。また、在宅生活が困難な場合、

例えば要介護度３以上の方であれば、特別養護老人ホームへの検討・

入所支援をさせていただく。 

 

看多機サービスを提供する中で、随時ではない夜間訪問は想定して

いるか。 

 

緊急対応は想定しているが、随時訪問以外はまだ想定していない。 

 

当該サービスのシステムとして致し方ない部分でもあり、課題でも

ある。最期まで支えたいが、夜間訪問は他サービスにシフトしてしま

いがちで、顔馴染みの関係が切れてしまうこともある。常時、訪問あ

りきの夜勤を組むことも難しく、そこがジレンマだと感じている。 

 

地域交流は、事業所の居間や１階デイサービスの食堂などのスペー

スを使う予定なのか。 

 

居間・食堂のスペース等を使っていきたいと考えている。 

当事業所の内覧会の実施はまだ１回だけだが、指定後は随時見学

が可能な対応を行う予定である。 

また、当事業所が開設予定であることを、近隣の地域包括支援セ
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部会員 

 

事業者 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

部会員 

 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

 

 

部会員 

 

事業者 

 

 

 

 

 

 

部会員 

 

ンター、病院、関係者等に案内しているところである。 

 

職員は地元の方が多いのか。 

 

ほとんどの職員が地元であり、長岡市、柏崎市、見附市の近隣在

住者である。 

 

軽めの要介護者が対象なのかと思っていたが、介護度の重たい方

や拘縮した方等を受け入れていて対応していくということですね。 

 

身体的な理由で要介護度の重たい方はもちろん、認知症の要介護度

１・２の方にも、看多機の人員体制である３対１でしっかりとケアを

行えるため、積極的に受け入れていきたいと考えている。 

 

看多機は病院とのかかわりが重要になるため、近隣の医療機関を回

られているのか。 

 

実際に、病院等を回らせてもらっている。 

 

中島地区は、単身の高齢者が比較的多いと思うが、今後も需要があ

ると思う。この近隣に当該事業所のようなサービス拠点があると心強

いし安心につながる。 
 
職員にはタブレット等を貸与されるのか。記録も効率化できるの

か。 
 

スマートフォンとタブレットを貸与する予定である。また骨伝導

の音声入力などを取り入れていくため、機器を活用しながら業務の

効率化をはかりたい。 
 

睡眠時の見守り機器を全個室に取り入れるのか。 

 

全個室分準備している。他事業所だが、「夜寝ることができない」、

「寝られないから薬出してくれ」と言う方がおり、夜間の覚醒状況の

記録を確認した際に、ある程度の睡眠が出来ていることが分かり、他

の原因は何かを医師等に情報共有しながら分析につなげた事例があ

った。同見守り機器を導入してから、睡眠状況を確認でき、業務改善

にもつながっていると思う。 

 

見守り機器を活用することで、夜間の過剰な居室確認が減ると思う

が。 
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事業者 

 

 

部会員 

 

 

事業者 

 

部会員 

 

 

 

事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者 

 

 

 

 

 

部会員 

 

ベッド上の動き出しが分かるため、「どんっ」と音がしてから気づく

よりも、転倒予防につながる。 

 

インカムを活用するとのことだが、２階も１階もインカムで連携で

きるか。 

 

インカム同士は連携しないが、内線電話で連絡は可能。 

 

ケアプランに訪問・通所・泊りの要望をどのくらい反映させられそ

うなのか。職員の体制等によっては全部の要望を反映することは、な

かなか厳しいと思うが。 

 

連泊の希望が一番多いと思う。社内事業所の宿泊稼働率は 70～80％

近い状態である。 

契約時に、「これぐらいしか使えない可能性がある」、「希望者が重な

れば、重度の方を優先させていただく」ということをしっかり伝えた

うえで利用してもらいたいと考えている。当該事業所は、住む場所で

はないため、「どういう状態を目指すのか」といった希望を聞きなが

ら、サービスの組み立てを行い、利用者がどういう形で看多機を卒業

するのかという話を、最初にすることが重要だと感じている。 

また、看取り対応の連泊者で回復される場合があり、そういう方に

は、在宅に戻れるようであれば、介護・看護ともに訪問対応が可能な

ことを伝えながら、在宅に移行してもらうことを目指している。 

 

当法人にも共通しているが、ケアマネジャーの力量が重要であると

感じている。事業所内のマンパワーの定数がある中で、本当にその人

にあったサービスを提供するためには、サービスのマネジメントがと

ても重要になってくる。 

逆に目からウロコだったが、看多機の役割を終えて、通所介護等の

在宅サービスに移行していくっていう評価も含めた役割は同サービ

スで必要だと。急性期退院時に在宅復帰するための連泊は、そのため

の場合もあると思う。 

 

当社は特別養護老人ホームや老人保健施設等の入所施設を運営し

ていなく、永住するとなると、サービス付き高齢者向け住宅（以下、

「サ高住」という。）等になる。そういう場合は、もちろん他社のサー

ビス利用につなげる支援も非常に多い。看多機を卒業して、在宅に戻

すことが一番大変だが、それを目標に動いていきたいと考えている。 

 

連泊の話があったが、どのぐらいの連泊が可能なのか。 
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事業者 

 

 

 

 

介護保険課長補佐 

 

 

 

 

 

介護保険課介護事

業推進係長 

 

介護保険課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険課長補佐 

 

 

介護保険課介護事

業推進係長 

 

介護保険課長補佐 

 

 

介護保険課長補佐 

 

部会員 

 

 

部会員 

 

 

例えば、きっちり３か月間で看多機から出ていってくださいってい

うような線引きはしていないが、このまま変化の見込みがない、状態

が向上していかない等であれば、次のステージを紹介し、区切りをつ

けていくなどの対応をしていく。 

 

事業者の皆さん、大変ありがとうございました。 
ここから議題に入るため、事業者の皆様は退席願います。 

 

○議題１「看多機かえりえ長岡の指定について」、担当者から説明を

行う。 

 

（指定申請書の審査状況等について説明） 

 

 

ただいまの説明、資料について、質問等はあるか。 

（意見・質問なし） 

 

今回の事業者指定について、この場で書面にて承認可否について意

見をいただきたい。 

 

（部会員が書面にて承認の可否を記載） 

ありがとうございました。結果は後日、書面にて報告させていただ

く。 

 

○議題２「長岡市の地域密着型サービスについて」、担当者より説明

を行う。 

 

（資料を基に説明） 

 

 

ただいまの説明、資料について、質問等はあるか。 

（意見・質問なし） 

 

全体を通して意見等はあるか。 

 

当該事業者の運営方針にあったが、在宅サービスで重度者をしっか

り受け入れていくことは良いことだと考える。 

 

毎年の特に降雪時期など、その地域で暮らすために、特に単身高齢

者の医療・介護だけじゃない暮らしを支える取り組みを、地域ぐるみ

で行っていかなければならないと考える。この新しい看多機事業所が
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介護保険課長補佐 

 

 

防災も含めた地域拠点にと話をされていたが、その辺も含めて地域力

を高めて、自宅で暮らし続けられるように、中・重度者を限界まで支

えるサービスでありたいし、その人の希望する暮らしに向けて取り組

んでいきたいと思う。 

 

思いのほか出席者が少ない会議であったが、審議いただき感謝申し

上げる。ありがとうございました。 

 

〇閉会 

 

 


